
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 ６月定例市議会では、市長からの２３件の議案と１件の同意案件、１件の議員

提出意見書に対し、日本共産党市議団・根本市議は、このうち、６議案に反対、

約７４％の１７議案、同意案件、議員提出意見書に賛成しました。主な議案につ

いての各会派の賛否（〇×）は表のとおりです。 

台
湾
発
言
で
あ
ら
わ
に
な
る
、

高
市
政
権
の
危
険
な
本
性 

公
明
党
の
連
立
離
脱
に
よ
り
、
維

新
の
会
を
取
り
込
ん
で
発
足
し
た

高
市
政
権
。
政
権
発
足
後
の
わ
ず
か

な
期
間
で
そ
の
危
険
で
異
常
な
本
性
が
あ

ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
象
徴
が
首
相

の
「
台
湾
発
言
」
で
す
。
台
湾
海
峡
で
の

米
中
の
武
力
衝
突
を
想
定
し
、
「
ど
う
考

え
て
も
存
立
危
機
事
態
に
な
り
う
る
」
と

い
う
発
言
は
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い
な

く
て
自
衛
隊
の
武
力
行
使
、
中
国
と
の
戦

争
が
あ
り
う
る
と
宣
言
し
た
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
戦
争
放
棄
、
交
戦
権
の
否
認
と

い
う
憲
法
９
条
を
踏
み
に
じ
る
、
日
本
の

国
民
に
と
っ
て
極
め
て
危
険
で
許
さ
れ
な

い
発
言
で
あ
り
、
撤
回
す
べ
き
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
高
市
首
相
は
撤
回
を
拒
否
し
、

さ
ら
に
重
大
な
の
は
、
小
泉
防
衛
大
臣
を

先
頭
に
閣
僚
が
中
国
を
名
指
し
し
て
中
国

も
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
日
本
が
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
の
も
当
然
だ
と

い
う
主
張
を
居
直
り
的
に
繰
り
広
げ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
道
理
あ
る
外
交

の
力
で
事
態
を
打
開
し
よ
う
と
い
う
真
剣

な
姿
勢
も
意
思
の
か
け
ら
も
な
く
、
ま
た
、

憲
法
９
条
や
専
守
防
衛
な
ど
の
平
和
的
規

範
を
あ
っ
て
な
き
が
ご
と
く
扱
い
、
米
国

の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
こ
び
へ
つ
ら
い
、
軍

事
隊
軍
事
の
無
謀
な
悪
循
環
の
中
に
日
本

を
投
げ
込
み
、
日
本
国
民
を
危
険
に
さ
ら

す
亡
国
の
政
治
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

１
２
月
２
８
日
、
高
市
政
権
が
進
め
る

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
に
愛
知
か
ら
ス
ト

立憲民主党 

藤原のりまさ衆院

議員 
日本共産党 

かわえ明美県書記長 

社会民主党 

つかざきみお県連副代表 

緑の党 

尾形慶子共同代表 

日本共産党  

小池晃参院議員 

新社会党 

保田泉県委員長 

ッ
プ
を
か
け
よ
う
と
、
愛
知
県
一
宮

市
で
、
日
本
共
産
党
、
立
憲
民
主
党
、

社
会
民
主
党
、
緑
の
党
、
新
社
会
党

の
各
党
が
共
同
で
街
頭
宣
伝
し
ま

し
た
。
れ
い
わ
新
選
組
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局

長
は
、
２
０
２
６
年
度
の
予
算
案
で

過
去
最
高
の
９
兆
円
の
軍
事
費
が

計
上
さ
れ
る
な
ど
米
国
い
い
な
り

本気の共闘を 

の
大
軍
拡
に
突
き
進
む
高
市
政
権
を

批
判
。
愛
知
県
は
、
敵
基
地
攻
撃
の

た
め
の
戦
闘
機
な
ど
を
製
造
す
る
拠

点
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
告
発

し
、
「
憲
法
を
踏
み
に
じ
る
危
険
な

政
治
を
止
め
、
行
き
詰
ま
っ
た
自
民

党
政
治
を
終
わ
ら
せ
て
い
く
２
０
２

６
年
に
し
て
い
こ
う
。
そ
の
た
め
に

は
本
気
の
共
闘
が
必
要
だ
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。 

 

 

新
年
は
じ
め
の
日
本
共
産
党
の
宣
伝
は
１
月
２
日
、
挙
母
神
社
前
で
行
わ
れ
、

地
元
青
木
町
の
も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
、
根
本
み
は
る
市
議
も
参
加
し
ま
し

た
。
も
と
む
ら
衆
院
議
員
は
、
高
市
政
権
に
よ
る
診
療
報
酬
改
定
で
病
院
の
廃
業

が
相
次
い
で
い
る
深
刻
な
状
況
か

ら
、
軍
事
予
算
よ
り
、
医
療
・
福

祉
に
手
厚
い
予
算
を
政
府
に
迫
っ

て
い
く
と
訴
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
政
府
高
官
の
「
核
保
有
」

発
言
へ
の
怒
り
と
、
非
核
３
原
則

を
守
り
、
実
行
を
求
め
る
こ
と
を

強
調
。
根
本
市
議
は
、「
市
民
の
粘

り
強
い
運
動
で
、
補
聴
器
購
入
補

助
や
給
食
費
無
料
化
が
実
現
し
て

き
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
と
し

て
、
さ
ら
に
市
民
の
み
な
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
市
政
を
動
か
し
て

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 



 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

「豊田民報」の記事

はこちらからもご覧

いただけます。 

 

◆法律相談は弁護士が 
 第２土曜日 午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 

豊田市会議員 
もとむら伸子 

衆議院議員 

すやま初美 

党中央委員 

1月 19日（月） 
 

主催：9条改憲ＮＯ豊田市民アクション 

豊田市駅西マック横広場集合 

トランプのベネズエラ支配 

は国際法違反 

高市首相は直ちに抗議を 

 

国際法違反の軍事攻撃 

主権国家への武力行使や大統領の拘

束は、国際法で禁じられています。 

「法の支配」で結束する 

ルールに基づいた国際社会を守る

ことが、平和への道です。 

 

日
本
共
産
党 

田
村
智
子
委
員

長
は
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
侵
略
に
対
し
、
次
の
発
言
を

行
い
ま
し
た
。 

 

３
日
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
大
規
模
な
武
力

攻
撃
を
行
い
、
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
を

拘
束
し
、
国
外
に
連
行
し
た
と
発
表

し
ま
し
た
。
昨
日
は
、
マ
ド
ゥ
ロ
大

統
領
を
米
国
内
の
拘
置
所
に
収
容

し
、
「
米
国
で
裁
く
」
「
ア
メ
リ
カ

が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
運
営
す
る
」
と
表

明
し
ま
し
た
。 

い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、

他
国
に
対
し
て
軍
事
行
動
を
行
い
、

指
導
者
を
拘
束
・
連
行
す
る
権
利
は

ど
の
国
に
も
与
え
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
し
て
、「
他
国
を
運
営
す
る
」

な
ど
と
い
う
表
明
は
新
た
な
植
民

地
支
配
の
宣
言
だ
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
国
連
憲
章
・
国

際
法
を
じ
ゅ
う
り
ん
す
る
米
国
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
暴
挙
を
強
く
非
難

す
る
と
と
も
に
、
拘
束
者
を
解
放

し
、
無
法
な
行
為
を
直
ち
に
止
め
る

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。 

 

日
本
政
府
の
対
応
が
厳
し
く
問

わ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
無
法

な
「
力
の
支
配
」
に
対
し
、
日
本
政

府
と
し
て
直
ち
に
抗
議
す
る
こ
と

を
、
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。 

 

あなたの声が力になる 

小さな一歩でも、理不尽にＮＯを

言うことが平和を作ります。 

 

アメリカ大使館への抗議先 

 

在日米国大使館 Eメール 

ＦＢＵ．Tokyo＠ｓｓa．gov 

 

ファックス番号 

０３‐３２２４－５１４４ 


